第 I 部 誌上報告会編 : 「天象研究改正之眞図」ものがたり by 冨田, 良雄






















   





















































































     













      
「天象研究改正之眞図」の「昴」と添え書き（左）と「天文成象」の「昴」（右） 
朝埜北水については中村士著『江戸の天文学者』に詳しく解説されている。朝埜は関東
甲信越地方を遊歴し、各所で天文暦学の初歩を講じている。大星図は現在のところ 4 面が
確認されていて、三木の星図が時代的には一番古いものである。 
今後は大星図の複製の製作と企画展について地元の人たちと協力しながらすすめてゆけ
ればと考えている。 
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